
11..研研究究のの背背景景とと目目的的
11--11..研研究究のの背背景景とと位位置置づづけけ  
近年、地域包括ケアシステムや地域共生社会という考え

方が提唱されている。その中でも、富山型デイサービスのよ

うな従来の障がい者や高齢者・子供などの対象ごとに縦割

りで制度化されたものでは無く、「居住」「通所」「宿泊」な

ど複数の福祉サービスを横断して提供する中で、周辺地域

に存在するあらゆる資源を活用することで福祉サービス利

用者と地域住民が共生し支え合うことを目的とした取り組

みが全国で広がっている。今回の研究対象とする輪島

KABULETプロジェクト（以下、輪島KABULET）も、横
断的な福祉サービスに加え、幅広いサービスを展開し、福祉

サービス利用者と地域住民が交わり・支え合う地域社会の

形成を目指す事例である。 
複合的な福祉施設に関しての研究では、これまでにも富

山型デイサービスを対象とし、空間構成を分析するととも

に高齢者・障がい者・児童など利用者のかかわりに関する研

究 1）や幼老複合施設における建物配置と異世代交流に関す

る研究 2）は行われて来たが、輪島KABULETは施設全体が
就労支援としての役割を持ち、障がい者・高齢者・子供に非

福祉サービス利用者と幅広い利用者が存在し、運営者にお

いても運営法人の従業員以外に就労支援 A型 B型やボラン
ティアが関わることで、利用者・運営者両方での多様な交流

の在り方を分析できると考える。また輪島KABULETに注
目した研究では、施設設計者自身によって輪島 KABULET
を含めた佛子園の 3施設における設計手法の研究 3）4）が行

われた。 
11--22..研研究究のの目目的的  
本プロジェクトの特徴は、施設全体が就労支援の場とし

ての役割を持つことである。これにより社会福祉法人であ

る運営主体佛子園は、デイサービスやサ高住、障がい者グル

ープホームなどの福祉サービスに加え、河井地区内やその

周辺に温泉施設やウェルネス施設、宿泊施設、食事処、住民

自治室、カフェなど複数のサービスを障がい者のための就
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労支援の場として展開している。

また、障がい者が隔離された環境

ではなく、地域の中で多くの人と

交流しながら人が集まる場を複数

展開することで、輪島市内の住民

から県外からの観光客まで幅広い

利用者が集まり、従来の福祉施設

では関わることの少なかった多様

な属性を持つ利用者、運営者の間

での交流が多く見られる。 

 そこで本研究はヒアリングと先行研究から整理した建築

設計・施設運営の特徴を分析項目の一つと位置づけ、属性ご

とに分類した利用者での交流事例を目的・場所・内容・建築

設計的特徴・施設運営的特徴の観点から分析することで、建

築設計・施設運営の特徴と多様な属性間での交流における

関係性を明らかにすることを目的とする。 

  
22..研研究究方方法法  
本研究では、利用者・運営者・設計者へのヒアリング調査

で得られた情報を基に、輪島KABULET内の交流実態を分
析する。表 1に概要を示す。 
ヒアリング調査では、開所から一か月後の 2018年 5月時
点に、当時の施設長と設計者から、輪島KABULETの運営
や設計における基本的な考え方・仕組みについて聞き、次に

2019 年 11 月には、各施設の責任者である佛子園職員とパ
ート職員など計 7 名から、施設従業員数から利用者の具体
的なプログラムなどを把握した。さらに 11月 19日（火）
～21日（木）の観察調査では、施設の営業時間内である 11
時～22時の中で施設全体を巡回し、複数の施設での交流現
場を観察し、施設利用の目的や経緯、交流の実例などの聞き

取りを行った。また本事業所を設計した五井建築研究所代

表の西川氏へのヒアリングにより、輪島KABULETにおけ
る建築設計手法の特徴と設計プロセスを把握した。 
  
33..輪輪島島 KKAABBUULLEETTのの交交流流をを誘誘発発すするる手手法法  
  輪島KABULET内での交流事例において、建築設計と施
設運営における手法・特徴から交流が発生する要因を分析

するために、設計者と施設運営者へ行ったヒアリングを行

った。 
33--11..施施設設概概要要  
調査対象プロジェクトは石川県輪島市河井地区に複数の

福祉施設と温泉やウェルネスなどの非福祉施設を展開する

輪島 KABULET である。表 2 にプロジェクト概要を示し

た。輪島KABULETは輪島市の中心市街地河井地区二拠点
施設から半径 300ｍ以内に複数の施設を 2018年 4月より展
開する（図 1）。これらの施設は全てが空き家もしくは空き
地を活用して建てられたものであり、拠点施設を除き、およ

そ 100 ㎡～300 ㎡と小規模で河井地区内に分散配置されて
いる。このプロジェクトは、障がい者を始めとして、高齢者・

こどもまで幅広い福祉サービスと温泉施設や食事処、ウェ

ルネスにカフェ・宿泊施設など、福祉サービスを利用しない

人でも集まることの出来る、空洞化した市街地での拠点と

しての役割を担っている。 
33--22..建建築築設設計計のの特特徴徴  
設計者である西川の研究 3.4）によると、輪島 KABULET
における設計手法は「空間の相互間入」「空間の透過性」「動

線の複層化」の三つが挙げられる。「空間の相互間入」と「空

間の透過性」は、施設の内外や機能による空間の境界部を縁

側の設置やファサードのガラス戸、ブレース架構によって、

表 1：調査概要 

表 2：プロジェクト・施設概要 

図 1：河井地区の空き地・空き家と施設分布図 
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空間を変えで仕切らずに他者の存在を確認しやすくする手

法である。「動線の複層化」は、施設が面する通りも含めて

複数の機能動線を意図的に重ねることで、別の目的で来た

施設利用者や運営者があいさつや顔を合わせる機会を多く

設けるための手法である。またこの動線周りに縁側や足湯、

休憩スペースがあることで、動線上で出会い、そのままその

場で滞留・会話を行うこともできる。 
33--33..施施設設運運営営のの特特徴徴  

33--33--11..利利用用者者にによよるる複複数数機機能能のの横横断断  

輪島ＫＡＢＵＬＥＴは、高齢者デイ・障がい者生活介護利

用者へのプログラムの一環としてのウェルネスや温泉・食

事処の利用を取り入れている。また、ウェルネス会員は温泉

施設を無料で使えるようになることで、ウェルネスで運動

後そのまま温泉施設へ行く利用者が良く見られる。このよ

うに利用者が複数のサービスを横断し、施設内の移動を促

進させる仕組み作りを行うことで、施設内での利用者同士

の接点づくりを行っている。 

33--33--22..運運営営者者にによよるる複複数数施施設設のの兼兼任任  

佛子園の職員とパートタイムでの従業員は、複数の施設

を兼任しながら働く仕組みを取っている。これにより、それ

ぞれの職員と複数施設の利用者との人間関係が構築され、

職員を通じて利用者同士の交流に発展する機会が見られる。 

具体的にはサ高住と高齢者デイを兼任した職員の提案で

両サービスの利用者が集まって BBQ を行うなど、複数の施

設利用者を巻き込んだ交流イベントの企画なども積極的に

行う。 

  
44..施施設設利利用用者者とと運運営営者者のの属属性性分分類類  
44--11..利利用用者者のの属属性性分分類類  
利用者の分類としては、福祉サービス利用者と非福祉サ

ービスのみの利用者（以下、非福祉サービス利用者）にて分

類することで、輪島KABULETの特徴である福祉サービス
利用者とでの交流実態を明らかにする。さらに、福祉サービ

ス利用者は利用目的ごとにグループホーム・生活介護を利

用する障がい者、デイサービスやサ高住を利用する高齢者、

放課後等デイサービスを利用する小学生以下の子どもと分

類する。以上の事を図 2にて示す。 
これにより、福祉サービス毎のプログラムや活動場所に

おける建築設計的特徴の観点から分析を行うことで、対象

施設の特徴である福祉サービス利用者と地域住民による交

流と建築設計・施設運営の関係性の考察を行う。 

44--22..運運営営者者のの属属性性分分類類  
  輪島KABULETは従業員として契約する佛子園職員・パ
ート・アルバイトのほかに、就労支援 A・B型や個人・企業
ボランティアと協力しながら運営されている。就労支援 A
型は主に食事処やウェルネス・宿泊施設の接客・掃除などを

行う。就労支援 B 型はカフェにて内職などの軽作業や高齢
者デイサービスで作業補助などを行う。ボランティアは普

段利用者として施設を訪れる人にイベント時の設営や裏方

仕事などを個人的にお願いする場合や夏休みを利用して近

隣の大学生が施設内で子供に勉強を教えることがある。 
  
55..施施設設内内ににおおけけるる交交流流実実態態のの分分析析  
  5章では、4章で分類した利用者属性ごとに交流を整理す
る。そして、それらを拠点施設の配置図にプロットすること

で、交流分布を分析する。さらに、利用者における同じ属性

間での交流事例を 2つ、異なる属性間での交流事例を 4つ
取り上げ、より具体的に建築設計の特徴と共に分析を行っ

た。 
55--11..交交流流事事例例のの抽抽出出ププロロセセスス  
 本研究では、同じ空間にいることや相手の事を一方的に

認識するのではなく、挨拶や会話、活動など他者と直接的に

関わる行為について「交流」と定義する。 
そして、現地での観察調査と利用者・運営者へのヒアリン

グから得られた交流の中から交流人物の属性・交流場所・活

動内容において重複したものを省いた 36 事例を抽出した。
内訳としては利用者の同じ属性間での交流が 13事例・利用
者の異なる属性間での交流が 12事例・運営者と利用者間で
の交流が 11事例である。 
以降は抽出した交流事例において、交流主体の属性・交流

分布・交流内容の分類に加え、建築設計と施設運営の特徴が

それらの交流にどのようなかかわりを持っているのかを、

分析する。  
図 2：利用者の属性分類図 
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図 3：拠点施設周辺の交流分布と交流の詳細分析図 

休憩所 
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55--22..利利用用者者ににおおけけるる同同じじ属属性性間間ででのの交交流流（（表表 33））  
55--22--11..福福祉祉ササーービビスス者者利利用用者者のの同同じじ属属性性ででのの交交流流  
・高高齢齢者者同同士士のの交交流流 
 高齢者デイサービス利用者は、日中は会話や塗り絵など

をデイサービス施設内で楽しむ場面や（事例 2）、デイサー
ビスのプログラムとして隣接するウェルネスや温泉施設、

食事処の利用が見られた（事例 3）。サ高住利用者の食事は
輪島KABULETが用意したものを見守り員であるパートが
簡単な調理を行ったうえで共用リビングにて提供されるの

で、ご飯の時間になるとサ高住利用者の全員が共用リビン

グに集まり、食事を食べながら談笑する場面が見られた（事

例 4）。また一部の利用者で毎週リビングの一角に集まり、
編み物や手芸などを行いながら会話する場面も見られた

（事例 5）。また、現在のサ高住担当職員が以前高齢者デイ
を担当していたことから、サ高住利用者と高齢者デイ利用

者がサ高住の玄関にあるデッキを使って BBQ を行ったこ
ともあるとのことだった（事例 6）。その際は、サ高住の玄
関横ガラス戸を開放することによって、リビングとデッキ

を一体にして楽しんだとのことだった。 
55--22--22..非非福福祉祉ササーービビスス利利用用者者同同士士ででのの交交流流  
  非福祉サービス利用者の多くは、温泉施設や食事処、ウェ

ルネスなど特定の施設を訪れ、その中で交流する場面が多

く見られた。特に温泉が無料で利用できる 7区 11区に住む
利用者は毎日温泉施設に来る人もおり、ここに来れば昔な

じみの友人に会えると話す利用者もいた（事例 8）。また、
ウェルネス会員も温泉施設が無料で利用できるため、輪島

市内に住む男性のウェルネス会員はレッスンを受け、その

まま友人たちと温泉施設を利用するルーティーンを持って

いた。さらにその男性に話を聞いている際に、拠点施設内の

共用廊下でよく出会うという無料世帯の家族と談笑したり、

子どもと遊ぶ場面が見られた（事例 10）。拠点施設の共用廊
下は施設利用者が必ず通る道であり、通りに設置された休

憩所は食事処と壁で仕切られておらず、木造のブレースの

間を子供たちが通り抜けて遊ぶ姿も見られた。このように

ウェルネスから温泉施設までの機能横断を会員特典とする

ことで、無料世帯の温泉利用者と市内から訪れたウェルネ

ス会員が交流するきっかけを作っている。 
 また、食事処では食事以外の利用も許可し開放している

ため、学校帰りに複数人で勉強をしに来る中学生の姿も見

られた（事例 12）。彼らは机といすが設置された通りに近い
場所で勉強をしていたため、ガラス戸越しに拠点施設を訪

れた近隣の知り合いから声を掛けられる場面も見られた

（事例 13）。 
55--22--33..小小括括  
高齢者同士の交流において、通常時で生活する施設が異な

る高齢者デイとサ高住利用者での交流事例6であるBBQで
は、両施設を兼任した運営者の存在とデッキからリビング

までを繋げる建築設計の特徴により生まれた非日常の交流

であった。また、非福祉サービス利用者における同じ属性間

での交流は、ウェルネスを終えた温泉施設利用者と食事を

終えた食事処利用者、さらに温泉終わりに休憩所で休む人

などが頻繁に行き来する共用廊下での交流がよく見られた。 
55--33..利利用用者者ににおおけけるる異異ななるる属属性性間間ででのの交交流流（（表表 44））  
55--33--11..福福祉祉ササーービビスス利利用用者者のの異異ななるる属属性性間間ででのの交交流流  
①①障障ががいい者者・・高高齢齢者者とと子子どどももででのの交交流流  
 高齢者デイと生活介護の障害者は共に行動するため、障

がい者も温泉施設や食事処を訪れることが多くある。そこ

で、拠点施設の玄関横にある足湯へ入っていた子どもたち

が高齢者と障がい者へあいさつする場面が見られた（事例

15.16）。この足湯は共用廊下に設置された休憩所のガラス
戸から入るよう設置されているため、足湯に入る際や入っ

た後も休憩所利用者と子どもとの交流も見られた（事例 24）。 
このように外から施設内に入る利用者と休憩所にいる利用

者両方の視界に入る場所で、かつ外部の通りと内部の共用

表 3：利用者における同じ属性間での交流分析 
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廊下から見える場所にデッキで作られた足湯という滞留空

間を配置することで、機能を移動する利用者と滞留する利

用者の交流を生み出している。 
②②高高齢齢者者とと子子どどももででのの交交流流  
 高齢者デイの担当職員によると、以前夏休み期間に高齢

者デイ利用者が午前のプログラムとしてウェルネスで運動

をしていたところ、夏休み期間の子どもたちが集まってき

て、一緒にラジオ体操をすることがあったとのことだった

（事例 17）。その際はウェルネスのファサード部分のガラス
戸を開放して、高齢者は室内から、子供たちは縁側部に乗っ

て体操を行ったとのことだった。このように、通りに面した

大きなガラス戸のファサードの奥に多目的なスタジオがあ

ることで、イベント時はガラス戸を開放し、通りから縁側、

スタジオまでを一体の空間として扱うことが出来る。 
55--33--22..福福祉祉ササーービビスス利利用用者者とと非非福福祉祉ササーービビスス利利用用者者ででのの交交
流流  
・・子子供供とと非非福福祉祉ササーービビスス利利用用者者ででのの交交流流  
  二階の生活介護室で遊んでいた放課後等デイサービの子

供たちが食事処と二階を繋ぐ吹き抜けを利用して、一階の

食事処で勉強していた中学生に声をかけている場面が見ら

れた（事例 23）。子供たちは声をかけた後に、一階の中学生
が勉強している場所へ駆け寄り、一緒に勉強を始める子か

ら周りを駆け回る子どももいた。 
55--33--33..三三つつ以以上上のの属属性性間間ででのの交交流流  
  輪島KABULETでは、運営者が主宰する季節に応じたイ

ベントが行われる。 
輪島KABULET職員によると、高齢者デイ施設の縁側で
行った流しそうめんには高齢者デイや生活介護利用者に、

就労支援、放課後等デイの子ども、近隣住民など多様な人が

集まったとのことだった（事例 25）。このイベントが高齢者
デイの軒下で行われることによって、ガラス戸を開くこと

で高齢者デイ利用者や生活介護利用者が室内から楽しむこ

とが出来、拠点施設の玄関前の動線を通る利用者が気にな

って見に来ることでより幅広い属性の利用者同士の交流が

生まれた。 
55--22--44..小小括括  
 福祉サービス利用者と非福祉サービス利用者間での交流

分析から、福祉サービス施設で発生している交流は福祉サ

ービス利用者同士での属性の異なる交流であることが分か

った。それに対して、福祉サービス利用者と非福祉サービス

利用者との交流は温泉施設やウェルネス、食事処などの非

福祉サービス施設か施設間の移動時に発生していることが

分かった。 
 つまり、輪島KABULETのあらゆるところで福祉サービ
ス利用者と非福祉サービス利用者間での交流が生まれてい

るのではなく、福祉サービス施設では福祉サービス利用者

同士の交流が主であり、非福祉サービス利用者が関わる交

流は主に非福祉サービス施設で行われていることが分かっ

た。 
さらに施設運営の観点では、福祉サービス利用者と非福

表 4：利用者と運営者における異なる属性間での交流分析 
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祉サービス利用者両方が非福祉サービス施設を利用するよ

うなプログラムを組むことで、より集中的に非福祉サービ

ス施設を多様な属性の利用者が利用することで、交流のき

っかけを設けている。具体的には高齢者デイ利用者のプロ

グラムとして、ウェルネス・温泉利用・食事処利用に加え、

ウェルネス会員の温泉無料・7区 11区の近隣住民の温泉無
料などである。 
建築設計の観点においても、最も人が集中する玄関から

温泉までを繋ぐ一階の共用廊下周辺に滞留空間の足湯・休

憩所・食事処の入り口など複数のスペースを設け、ガラス戸

やブレースによってそれらを繋ぐことで一体的な空間利用

が出来るようになっている。 
また、例外的に運営者が施設を兼任していることで出来

た関係性から、福祉サービス施設において BBQや流しそう
めんのような複数の利用者属性が関わる交流もあるが、そ

の場合もガラス戸を開放し、縁側やデッキ空間を室内と一

体的に利用することが出来ていた。 
55--44..運運営営者者とと利利用用者者間間ででのの交交流流（（表表 55））  
  輪島KABULETでは、職員やパート・アルバイトのよう
に従業員として運営に関わるほかに、障がい者の就労支援A
型 B型やボランティアとして運営に関わることがある。 
55--44--11..就就労労支支援援とと利利用用者者間間ででのの交交流流  
①①就就労労支支援援とと障障ががいい者者・・高高齢齢者者ででのの交交流流  
  就労支援 B 型の女性が一人、高齢者デイと生活介護で就
労支援を行っている。交流内容としては高齢者デイや障が

い者生活介護の利用者と会話を楽しむ場面や、作業補助を

行う場面が見られた（事例 26.28）。 
 また、生活介護利用の障がい者と高齢者デイ利用者が食

事処に訪れた際に、就労支援 A 型として働く障がい者と注
文や配膳を通して交流している姿も見られた（事例 27.29）。 
②②就就労労支支援援とと子子どどももででのの交交流流  
  前述の通り、食事処には障がい者が就労支援Ａ型として
配膳や接客業務に就いている。彼らは食事処の注文など受

け取る必要がある事から、共用廊下に近いカウンターにい

ることが多く見られる。その際に、学校から帰ってきた放課

後等デイの子どもが二階の B’Sこども Laboや生活介護室、
住民自治室で遊ぶために共用廊下を走りながら、カウンタ

ーにいる就労支援者に挨拶をする場面が見られた（事例 30）。
つまり、共用廊下が拠点施設を利用する人が必ず通る動線

となっており、さらに共用廊下から食事処には扉や仕切り

が無いことによって、内部空間の透過性が高く、それにより

食事処を利用しない子供もカウンターにいた就労支援の障

がい者と交流が生まれた事例である。 
③③就就労労支支援援者者とと非非福福祉祉ササーービビスス利利用用者者間間ででのの交交流流  
 輪島KABULETでは食事処以外に、就労支援 A型として
ウェルネス施設と配食センターでの就業が設けられている。

ウェルネスで働く男性はウェルネスの受付から一人でレッ

スンまで行う中で、利用者と会話を交わしていた（事例 31）。
さらに、ウェルネス職員によると、ウェルネスが他の福祉施

設への出張サービスを行う際に、彼も同行し、レッスンを行

うことがあるとのことであった（事例 32）。 
 また、就労支援 B 型の障がい者がカフェで内職を行って
いる際に、カフェ利用者が障がい者へ挨拶を行う場面が見

られた（事例 34）。カフェは通りに面した前後両方がガラス
戸のファサードとなっているため、前後の通りから中に誰

がいるのかが分かるようになっている。 
55--44--22..ボボラランンテティィアアとと利利用用者者間間ででのの交交流流  
 輪島KABULETでは利用者がボランティアとしてイベン
ト時の運営補助や施設内で活動することがある。 
 ウェルネス会員からイベントのボランティアとして関わ

った男性の例では、利用者から運営に関わることでそれま

で関わることの無かった他施設の利用者との接点が生まれ、

より人間関係が広まったとのことである（事例 35）。さらに、
その男性はイベント等を重ねていくことで施設利用者の顔

見知りが増え、普段の利用時にも食事処や共有廊下で知り

合いに出会うことが多くなり、普段の施設利用においても

楽しいと話していた。 
55--44--33..小小括括  

 就労支援を利用する障がい者は他の輪島KABULET職員
のように複数の施設を移動することはなく、食事処やウェ

表 5：利用者と運営者での交流分析 
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ルネスなど一施設内でのみ就労をすることから、複数施設

での交流は見られなかった。しかし、食事処での就労におい

て、カウンターにいても施設内を走っている子供とあいさ

つをすることで、食事処の利用者以外の交流が見られた。ま

た、これにより、輪島KABULETでは、就労支援を利用す
る障がい者が施設内を移動することは少ないが、他の施設

を利用するために訪れた利用者が共用廊下を通ることで、

就労支援利用者も多様な属性の利用者との交流が生まれる

可能性があることが分かった。 
 また、普段は利用者である人が、ボランティアとして運営

者の立場になることで、一時的にこれまで関わることの無

かった利用者と交流するきっかけとなっていることが分か

った。さらに、ボランティアから利用者に戻った後に、共用

廊下や各施設で顔を合わせることでより深い人間関係に繋

がることが分かった。 
66..  ままととめめ  
  本研究では、ヒアリング調査によって対象施設の概要と

建築設計・施設運営における特徴を把握し、現地での観察調

査から得られた交流実態を属性別に分類することによって

以下のことが分かった。 
1）輪島 KABULET のあらゆるところで福祉サービス利用
者と非福祉サービス利用者間での交流が生まれているので

はなく、福祉サービス施設では福祉サービス利用者同士の

交流が主であり、非福祉サービス利用者が関わる交流は主

に非福祉サービス施設で行われていることが分かった。 
さらに施設運営の観点では、高齢者デイで見られたプロ

グラムとして福祉サービス利用者が温泉処やウェルネスな

どの非福祉サービス施設を利用することが多くあった。そ

して、非福祉サービス施設に多様な属性の利用者を集中さ

せたうえで、建築設計によって集中し得る玄関と温泉を繋

ぐ共有廊下に複数の滞留スペースとそれを繋ぐ境界部のデ

ザインを行っていた。 
2）例外的に運営者が施設を兼任していることで出来た関係
性から、福祉サービス施設において BBQや流しそうめんの
ような複数の利用者属性が関わる交流もあるが、その場合

もガラス戸を開放し、縁側やデッキ空間を室内と一体的に

利用することが出来ていた。 
3）輪島 KABULET では、就労支援を利用する障がい者は
一つ施設内で働くため、施設内を移動することによる交流

は少ないが、他の施設を利用するために訪れた利用者が共

用廊下を通ることで、就労支援利用者も多様な属性の利用

者との交流が生まれる可能性があることが分かった。 
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